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 気候変動に伴い激甚化・頻発化する水災害や北海道の生産空間等を踏まえつつ、流域のあら

ゆる関係者が協働して水災害対策を行う「流域治水」を加速化・深化させるための北海道の取

組について総括する。具体的には、令和7年4月にとりまとめられた「北海道地方における流域

治水のあり方検討会」の議論や、水害リスク情報の周知の取組、知識共有化（ナレッジシェア）

の取組等について記載する。 
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1.  はじめに 

 近年、短時間の大雨の発生頻度増加や台風の大型化に

よって、全国で浸水被害が多発している。今後、気候変

動による水災害の激甚化、頻発化が予測される中、国土

交通省では堤防の整備、ダムの建設・再生といった河川

整備をより加速化するとともに、集水域から氾濫域にわ

たる流域のあらゆる関係者が協働して水災害対策を行う

「流域治水」の取組を推進している。 

北海道においても、近年、各地で水害が発生しており、

例えば、平成28 年8 月17 日～23 日の1 週間に3 個の台風

が上陸し、その1 週間後には台風第10 号が北海道に接近

し、記録的な大雨となり、堤防決壊による大規模な浸水、

幹線道路や橋梁・鉄道の被災、広範囲に及ぶ農業被害な

ど、全道各地で甚大な被害が発生した。また、過去10年

（2016年～2025年）において、道内アメダス雨量観測所

（全226箇所）のうち、1時間降水量または24時間降水量

が観測史上1位の値を更新した地点は106箇所（約47%）

あり、約半数の観測所で観測史上最大を更新したほか、

令和7年9月20日から21日の大雨に伴い、気象庁は十勝・

釧路地方で線状降水帯の発生を知らせる「顕著な大雨に

関する気象情報」を北海道地方で初めて発表するなど、

北海道においても雨の降り方が変化している。また、将

来予測として、とりまとめられた「気候変動を踏まえた

治水計画のあり方」（気候変動を踏まえた治水計画に係

る技術検討会、国土交通省）では、将来の気候変動によ

る降雨量の変化は、全国の中でも北海道が最大になるこ

とが示されている1)（図－1）。   

一方、北海道では、第9期北海道総合開発計画2)のもと、

北海道の資源・特性を活かして、その時々の国の課題解

決に貢献するとともに、地域の活力ある発展を図る各取

組が進められており、農地などの生産空間を守り安全・

安心に住み続けられる強靱な国土づくり等を進めていく

上で、地域特性を踏まえた流域治水の推進がますます重

要となっている。こうした状況を踏まえ、本稿では、北

海道における「流域治水」を加速化・深化させるため、

現在進められている北海道の取組について総括し今後の

展望について論じていく。 

 

図-1 将来における気候変動による降雨量変化倍率 
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2.  北海道地方における流域治水のあり方への提言 

 

 平成28年8月の災害を契機として、北海道開発局と北

海道庁は、共同で気候変動に関する検討会を設置し、

学識経験者等の参画のもと、気候予測アンサンブルデ

ータの導入等、先進的な科学技術の展開を図りなが

ら、総合的な観点から今後の水防災対策のあり方や技

術的な知見の蓄積を進めてきた。令和5年1月には、北

海道の生産空間の維持・発展等を可能とする北海道に

ふさわしい流域治水のあり方を議論するため、新たに

「北海道地方における流域治水のあり方検討会」（委

員長中津川誠教授（室蘭工業大学））を設置し、令和7

年4月、北海道におけるこれまでの技術的検討の成果等

を総括し、気候変動に伴い激甚化する水災害や北海道の

生産空間等を踏まえつつ、流域治水において、多様な主

体や地域に応じた対策構築に気候予測アンサンブルデー

タ※を用いた水害リスク評価を活用する考え方等をとり

まとめ、公表した3)。下記に概要を記載する。 

 

※気候予測アンサンブルデータについて 

「気候予測アンサンブルデータ」は文科省・気候変動リ

スク情報創生プログラム及び海洋研究開発機構・地球シ

ミュレータ特別推進課題において作成された地球温暖化

対策に資するアンサンブル気候予測データベースにおけ

る過去実験、4℃上昇実験、2℃上昇実験の総称。北海道

における気候変動に関する検討では、北海道領域につい

て5km メッシュに力学的ダウンスケーリングし（図－

2）、高解像度かつ大規模アンサンブル実験データに基

づき、大雨の発生強度や頻度を分析し、極端現象の解析

や統計学的な分析を実施。また、ハザード変化の分析と

ともに、気候変動に伴う流域のリスク変化も評価。これ

までの気候変動による将来気象予測に加え、これまでの

気候において経験していないものの物理的に発生する可

能性のある気象現象による降雨を含めた、流域全体の降

雨の規模、空間分布、時間分布に係る評価を可能にした

（図－3）。 

 

(1) 北海道が有する特徴 

 北海道における気候変動による降雨量の変化は、全国

の中でも最大になることが示されており、こうした激甚

化・頻発化する水災害に対して、下記のような特徴も踏

まえ、これまでの技術的知見等を踏まえつつ北海道の生

産空間の維持・発展等を可能とする、北海道にふさわし

い流域治水を進めていく必要がある。 

・明治時代以降の開拓や開拓入植時の河川が原始河川の

状態にあり、氾濫原での集落形式が困難であったことな

どの経緯を経て、広域分散型社会が形成され、散居の居

住形態である「二重の疎」の環境 

・人口・高齢化に関して、人口減少は全国に先行し、

2050年には、人口が400万人弱まで減少し、高齢化も全

国を上回るスピードで進行し、2040 年の高齢化率は40％

を超える見込み 

・「食」、「観光」、「脱炭素」を担う生産空間を有し、

我が国の持続可能な社会経済活動に貢献。例えば、北海

道の農業産出額の全国シェアは、昭和50 年以降拡大傾

向にあり、多くの農畜産物で全国最大の生産地となって

おり、ひと度、甚大な災害が発生するとその影響は全国

に波及する恐れ。平成28年8月の災害は、農作物の価格

が高騰するなど、道内外に影響 

 

(2) 流域治水の展開に向けて～北海道の取組～ 

 流域治水では、治水施設の計画を気候変動を踏まえた

ものに見直すとともに、土地利用や避難等を推進する。

これに関して、将来気候予測に科学的に信頼性を確保し

たアンサンブル手法を導入し、「生産空間に与えるリス

ク」等、主体や地域の特性に応じたリスクを評価し、対

策を構築するリスクベースアプローチが必要である。 

・十勝川、常呂川流域をモデルに「適応策検討のプロセ

ス」（図－4）に沿ったリスク評価等を実施 

・リスクに応じた対策例、費用、被害軽減効果等の示し

方を提案（図－5） 

図-3 観測地と気候予測アンサンブルデータの関係

（イメージ図） 

図-2 ダウンスケーリング（イメージ図） 
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・適応策の連携・最適な組合せ（図－6）等に向けて、

適応策の効果の定量化の知見蓄積も必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 適応策構築に向けたリスクコミュニケーション 

 流域内の多様な地域や主体の総力戦として流域治水を

実効ある展開にしていくためには流域や地域におけるリ

スクコミュニケーションが重要である。各地域や主体そ

れぞれのリスク評価とリスクに対応した対策の検討を行

い、連携して流域治水を進めるため相互のリスクコミュ

ニケーションが重要である。 

・多様な主体が自らのリスクに応じた対策を検討し選択

していくことが重要（図－7） 

・リスクの分布、目標、対策内容・貢献度、モニタリン

グ方法等を流域の関係者で共有 

・地域の持続・発展の視点や、水害リスクを自分事化で

きるわかりやすい情報発信も重要 

 

 

 

 

 

以上のとおり、流域の多様な関係者が気象予測サンサ

ンブルデータ等に基づく水害リスク情報を基に地域特性

を踏まえた適応策を展開することが重要であり、流域の

多様な地域や主体が自らの水害リスク情報を理解し、相

互のリスクコミュニケーションを図りながら適応策を実

施する、流域治水の実践、取組の深化が必要であるとい

うことが示された。 

 

3. 北海道地方における流域治水の取組 

 

(1) 千歳川流域を特定都市河川へ指定 

千歳川流域は石狩川本川からのバックウォーターの影

響によって、水害が発生しやすい地域であり、内水氾濫

による浸水被害も頻発している地域である。こうした状

況に対応するため、国、北海道、流域自治体で平成6年

11月に「千歳川流域洪水対策協議会」が組織され、平成

14年には「千歳川流域治水治水協議会」へと改組され、

総合的な治水対策を組込んだ「千歳川流域洪水対策整備

計画」を策定し、流域における治水対策を実施してきた。

令和5年8月に北海道内では初めてとなる特定都市河川浸

水被害対策法に基づく特定都市河川に指定され、令和6

年7月に「千歳川流域水害対策計画」を策定した。これ

気候変動により被害の
増大が懸念
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図-4 適応策検討のプロセス 

図-5 対策とその効果の提示（イメージ図） 

図-6 対策の構築を通じたリスク低減（イメージ図） 

＜対策に伴う家屋被害額の変化＞

無対策 家屋の2m嵩上げ

浸水による施設被害額
に代わる指標案

リスクの
対象（暴露）

死亡率
（従業員）

事業者

地域

住民

営業停止期
間

地域産業への
波及被害額

リスク情報の
活用主体

雇止めによる
収入減

商品価格の
高騰

・
・
・

工場の例

浸水による施設被害額
に代わる指標案

リスクの
対象（暴露）

死亡率
（入院患者）

事業者

地域

住民

医療機能

受け入れ
可能病床数

リスク情報の
活用主体

機能復旧まで
の日数

死亡率
（外来）

・
・
・

病院の例

工場 病院

広域医療体制

図-7 対策の構築を通じたリスク低減（イメージ図） 
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に基づき、堤防や雨水貯留浸透施設の整備や貯留機能保

全区域の指定に向けた検討、円滑な避難に向けた取組な

ど、流域治水の実効性のある取組が千歳川流域で推進さ

れている。 

 

(2) 流域治水プロジェクト2.0 

「流域治水プロジェクト」は、国、流域自治体、企

業等が協働し、河川整備に加えて、雨水貯留浸透施設や

土地利用、利水ダムの事前放流など、各水系で重点的に

実施する治水対策の全体像を取りまとめたものであり、

全国の109の一級水系で策定、公表されている。また、

令和6年3月には気候変動を踏まえ、流域治水プロジェク

ト2.0へ更新されており、河川の整備に加え、まちづく

りや内水対策などの流域対策をとりまとめている。なお、

流域治水プロジェクト2.0では対策と併せ、気候予測ア

ンサンブルデータを用いて将来の気候変動に伴う水害リ

スクの増大を明示しており、これはこれまでの技術的知

見に基づく北海道独自の取組となっている。 

流域治水プロジェクトに基づく対策例として、例えば、

石狩川（下流）では、氾濫を防ぐ・減らすための対策と

して、河川管理者が行う河道掘削、堤防整備、洪水調節

機能の増強に関する調査・検討等のほか、自治体が行う

雨水貯留浸透施設整備、被害の軽減・早期復旧・復興の

ための防災安心マップの更新などが行われている。また、

天塩川（上流）では、被害対象を減少させるための対策

として、河川管理者が提供する水害リスク情報を基に名

寄市では立地適正化計画及び公営住宅等長寿命化計画で

浸水リスクの低いエリアへ市営住宅を移転するといった

取組が実施されるなど、各流域で地域に応じた取組が展

開されている。 

 

(3) 内外水統合型リスクマップ等の作成 

 国や都道府県では、水防法に基づき計画規模及び想定

最大規模降雨を対象とした「洪水浸水想定区域図」を作

成し、公表しており、これに加えて、国では土地利用や

住まい方の工夫の検討や水災害リスクを踏まえた防災ま

ちづくりの検討など流域治水の取組を推進することを目

的に、内水と外水を考慮した「多段階の浸水想定図」及

び「水害リスクマップ」を作成している。 

函館開発建設部では、令和7年2月に北海道開発局管内

で初めてとなる後志利別川流域における内外水統合型の

多段階浸水想定図及び水害リスクマップを作成し、水災

害のリスク情報を公表している（図－8）。併せて、流

域自治体の今金町では洪水浸水想定図と併せて同情報を

全戸配布するなど、関係機関が連携して水害リスク情報

の共有に努めている。 

 

 

 

 

(4) 流域治水推進室の取組 

 

 令和5年1月20日に北海道の特性に応じて流域治水を更

に効果的に推進するため、北海道開発局流域治水推進室

（以下、「推進室」。）を設置した。北海道開発局内の

河川部門、都市計画部門だけではなく、開発局の一つの

強みでもある農業部門との連携により、各建設開発部と

共に、地方公共団体、関係省庁等との円滑な連携・連絡

調整の充実等による協働を図り、流域治水に関する地域

横断的な解決を進めている。 

推進室の取組として、流域治水オフィシャルサポータ

ー交流会と「北海道における流域治水事例集」による知

識共有化（ナレッジシェア）の取組について紹介する。 

令和7年7月に開催された流域治水オフィシャルサポー

ター交流会（写真－1）では、18社31名の民間企業等が

参加し、活動報告や意見交換が行われた。会議の中では、

「どうやったら一般の方々が治水を自分事化し、サポー

ターが増えていくか」「SNSやコンテストなどを通じた

取組活動の情報発信をしてはどうか」「オフィシャルサ

ポーターの取組がリクルート活動にも貢献している」な

どの意見が確認された。 

また、各地域で取り組まれている流域治水の取組の一

部を「北海道における流域治水事例集」として令和7年

10月にとりまとめ・公表することで、各地域における流

域治水の議論・リスクコミュニケーションを活発化させ、

更なる取組の推進を図っている。事例集で掲載した事例

として、例えば、鵡川流域では、農地浸水を防ぐ・減ら

す取組として国営土地改良事業による排水路やダム、雨

水を貯留し農地の浸水被害を防止する遊水地の整備がさ

れているほか、農業事業者による田んぼダムの取組が行

われている。鵡川沙流川河川事務所とむかわ町で河道掘

削土砂の有効活用について協定を改定し、河道掘削土砂

を活用した農地の嵩上げを実施している。また、普及・

図-8 後志利別川水系 内外水統合の水害リスクマップ 

（現況河道）浸水が想定される範囲 
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啓発の取組として農業従事者も対象とした水害タイムラ

イン講習会や環境学習を行い、各関係者が浸水を防ぐ取

組等をハード・ソフト両面から実施している。また、十

勝川流域では、池田河川事務所と池田町で、気候変動に

伴う水害リスクの増大等を踏まえ、河川氾濫時に避難困

難となる利別地域の住民等を確実に避難させるため、協

定を締結し、河道掘削土砂を活用した避難場整備といっ

た河川改修と避難場所の確保等を一体的に推進している。

併せて、河川管理者が提供する水害リスク情報等を踏ま

えた避難の考え方等を池田町がとりまとめ、公表してお

り、流域一体となった避難体制を構築している。このよ

うに関係機関が連携しながら各地域の工夫のもと関連し

た取組が進められている。 

4.  今後の北海道における流域治水の展望について 

 

 平成28 年8 月の災害での甚大な被害とその影響等を鑑

みても、北海道においては命を守る取組とともに、食、

観光、脱炭素化等の生産空間を守る取組も重要となる。

気候変動に伴い激甚化する水災害に対して流域治水を進

める上では、北海道の地域特性を踏まえつつ、各主体が

水災害リスクを自分事化することが重要であり、北海道

がこれまで知見を蓄積してきた気候予測アンサンブルデ

ータや新たに作成する水害リスクマップなどの水害リス

ク情報を周知・共有した上で、リスクコミュニケーショ

ンを行い、具体的な取組を実践していくことが必要であ

る。 

また、各地域でリスクコミュニケーションを通じた流

域治水の取組を推進していくためには、さまざまな関係

者をつなぐ役割を担う北海道開発局職員や自治体職員、

地域のキーパーソン等の関係する分野の知見やノウハウ

の取得及び関係機関の連携強化も重要と考える。推進室

が行ったオフィシャルサポーター交流会や事例集などの

知識共有化（ナレッジシェア）の取組等を通じて、流域

の関係者が流域治水をハードルが高い取組と認識せず自

分事化し、連携を進め、さらなる好事例を創出する好循

環を図るとともに、得られた知見・ノウハウは道内ある

いは道外の他地域とも相互に共有することで、流域治水

の更なる加速化・深化を図っていくことが重要と考える。 
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写真-1 流域治水オフィシャルサポーター交流会の様子 


